
   

 令和４年７月２０日(水) 発行 

 

７月９日（土）に第１回委員会が開催されました。その内容をお知らせします。 

 

１．研究テーマ  

 ◎ 全道統一スローガン  『今 こころ輝いて 親として 人として』 

 ◎ 今年度の研究テーマ  『豊かな心をもった子どもを育てる親のあり方』 

 

２．研究内容 

（１）子育て委員会の活性化と組織の充実のあり方 

① 各地区子育て委員会を組織化し、活性化させるための地区子育て研修会はどうあれば 

よいか。 

② 指導力を高め、行動する子育て委員会の日常的な活動はどうあればよいか。 

③ 自ら学び、行動する親としての研修はどうあればよいか。 

④ 行動する親を支える子育て支援の活動はどうあればよいか。 

⑤ それぞれの実態に応じたスムーズな引き継ぎの在り方はどうあればよいか。 

⑥ 子育て支援のため、自治体、教育委員会等関係機関や、学校、地域との連携はどう 

あればよいか。（福祉 教育支援センター 子ども食堂 学童等） 
 

（２）「生きる力」を育てる家庭教育のあり方 

① 家庭の教育力を高めるためにはどうあればよいか。 

② 家庭における食生活や食の安全はどうあればよいか。 

③ 家庭と学校、家庭と地域社会の連携はどうあればよいか。 

④ 家庭において、情報メディアやネットから子どもの安全を確保するにはどう 

あればよいか。 

 

（３）子育て委員会発の話題提供源としての広報活動  

～「生きる力」を子どもたちへ伝えるための連携・発信をめざして ～ 

① 道Ｐ連のＨＰを活用した継続的な情報発信の推進 

② ブロック・各地区・単位ＰＴＡの活動状況内容の収集と話題提供 

③ 情報の共有化及び参考資料の整備 

④ 道Ｐ連のＨＰを活用した継続的な情報発信の推進 

 

 （４）令和 7年度提言に向けた取組の準備 
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３．具体的な活動について 

 （１）広報活動について 

①道Ｐホームページを活用した情報提供を行う。 

②「道Ｐホームページ（各地区からのお知らせ）」への積極的な投稿を行う。 

③北海道ＰＴＡ連合会「会報」に各地区の研究会・研修会などの取組を掲載する。 

（２）子育て委員会 

①親がそれぞれの地域の中で、子どもたちのために主体的に活動していきたい。 

②各地区の情報交流及び共有化を図る。 

 

４．各地区子育て委員会の情報交換 

出席した子育て委員(７名)より、それぞれの地区の子育て委員会や子育てに関わる状 

況や課題等について情報交換を行った。 

 

５．投稿体験 

  ・出席者全員で「道Ｐホームページ（各地区からのお知らせ）」への投稿体験を行った。 

  実際に「第 1回 子育て員会開催」と題し、ホームページに UPした。 

 

◎ 次の方々が道Ｐ連子育て委員会の研究を推進しています。 

 ＊下線  は、ブロック代表子育て委員  ＊丸数字はブロック 

委 員 長       ②橋 本 理 恵（副会長・旭川市） 

子育て担当副委員長  ①古 内 誠 也（石狩） 

真 野 智 美（教師代表・恵庭市立松恵小学校長） 

 広報担当副委員長    ④谷 渕 友 美（副会長・南空知） 

委  員    ①池 上 千世乃（小樽市）    ①山王丸   智（後志）  

②伊 藤 ゆみ子（上川北部）   ②角 瀬 千 夏（上川南部） 

②       （稚内市）    ②木 村 康 貴（宗谷） 

②工 藤  理恵子（留萌）     ②京 谷 明 希（函館市） 

③鈴 木 正 幸（渡島）     ③       （檜山） 

④大 橋 育 子（南空知）     ④佐 藤 幸 子（北空知） 

④前 田 可奈子（胆振東部）   ④丸   真 理（胆振西部） 

④田 端 晃 貴（日高）     ⑤中 村 由 香（オホーツク東部） 

⑤山 田 英 知（オホーツク中部） ⑤今    康 顕（オホーツク西部） 

⑤野 田 和 宏（帯広市）    ⑤天 木 賢 幸（十勝） 

⑤髙 橋 明日香（釧路市）    ⑤二 瓶 雅 樹（釧路） 

⑤松 橋 紗 美（根室） 
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